
未利用・低利用資源を活用した 
発酵茶などのサステナブル商品の開発 

 

○実施期間：令和５～９年度 

○担当部署：果樹・農産物利用部、食品研、岐阜大学 

○区  分：重点 

○研究内容 

茶や果樹栽培では、単価が低迷する二番茶や、生産の過程で発生する更新枝

葉、剪定枝、廃棄果実など、利用されず廃棄される有機性資源が多くあります。

そこで、これら未利用・低利用資源の活用を促進するため、二番茶葉を利用し

た近年ニーズが高まる発酵茶の開発を行うとともに、茶の枝葉や果樹剪定枝な

どを活用し、様々な用途での利用が期待される次世代素材「セルロースナノフ

ァイバー（ＣＮＦ）」化する技術開発を行います。 

また、グルテンフリーの小麦粉代替え食材として注目される「米粉」の利用

を促進するため、米粉特性を利用した新商品やレシピ開発を行います。 

 

 

 

 

＜セルロースナノファイバー(CNF)＞ 

 植物繊維を微細化した素材で鋼鉄の５倍の強度で

熱で膨張しにくく、吸水性が高いなど様々な特徴を

もつ新素材。タイヤ、化粧品、食品添加物、鮮度保

持資材など様々な用途での利用が期待されている。 


